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　609万円
　325万円
507万円
2,756 万円
667万円
115万円

3,352 万円
1億 1,461 万円

798万円
2,120 万円

2億 5,012 万円

129万円
1,964 万円
6,932 万円
538万円
746万円
1,156 万円
8,570 万円

668万円
9,175 万円
250万円
1,364 万円
3,038 万円
3,262 万円

4,694 万円
753万円
433万円

村民1人当たりの行政経費　757,912円　　　　　平成31年3月31日現在　人口　5,992人

【総務費】
　・交通安全及び防犯対策
　・広報おおひら発行
　・おおひらふるさと祭り
　・村民バス運行
　・総合計画等策定
　・公用車購入（1台）
【民生費】
　・万葉すくすく子育て医療費助成
　・児童手当支給
　・敬老会
　・児童館管理運営
　・子ども、子育て支援
【衛生費】
　・健康増進事業
　・予防接種
　・公立黒川病院運営
　・万葉のびのび子育て支援券助成
　・万葉ｻﾝｻﾝｴﾈﾙｷﾞｰ発電普及促進助成
　・し尿処理
　・ごみ処理
【農林業費】
　・農業委員会費
　・農業振興補助費等
　・畜産振興補助費等
　・森林管理、林業振興
　・大鮹用排水路整備
　・西沢用排水路整備
【商工費】
　・企業誘致及び雇用対策
　・おおひら万葉まつり
　・割増商品券発行

1億　123万円
1億3,275万円
1億7,699万円
1,880万円

1億4,657万円
6,950万円

1億3,255万円
1,481万円
368万円

1億1,257万円
1,830万円
503万円
609万円

499万円
5,896万円
944万円
1,212万円
2,753万円

355万円
787万円
4,390万円
1,989万円
1,898万円
26万円
421万円

9,447万円
211万円

【土木費】
　・奥田大森線改良舗装
　・大瓜南側線改良舗装
　・尾西中山線改良舗装
　・尾西２号線改良舗装
　・五反田住宅1・2号棟改修
　・万葉の里・おおひら定住促進助成
　・公園維持管理
　・除雪・融雪
　・道路パトロール車購入（1台）
【消防費】
　・黒川消防署運営
　・大衡村消防団運営
　・小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ付軽積載車（1台）
　・災害対策
【教育費】
　・外国語指導助手(ALT)招致
　・給食センター管理運営
　・ふるさと美術館管理運営
　・大衡城青少年交流館管理運営
　・社会体育施設管理運営
　　（西部球場、体育館、屋内運動場、プール他 2施設）
　・おおひら万葉こども園通園バス運行
　・スクールバス運行
　・小学校体育館改修
　・小学校備品購入
　・中学校校舎LED照明設置ほか
　・成人式
　・衡中北ｺﾐｭﾆﾃｨ施設整備
【災害復旧費】
　・大衡村排水処理施設維持管理
　・明神揚水機維持管理

総務費
103,987円

民生費
145,625円

議会費
13,134円

衛生費
52,630円

公債費
57,869円

諸支出金
2,526円

災害復旧費
8,867円

土木費
206,247円

消防費
26,363円

商工費
17,482円

農林業費
52,314円

教育費
70,868円

一般会計の主な実施事業

○公営企業会計（水道事業会計、下水道事業特別会計、戸別合併処理浄化槽特別会計、宅地造成事業特別会計）に
　おいて資金不足は発生していません。

財政健全化法に基づき算定した健全化判断比率等については次のとおりです。
○平成３０年度決算に基づく健全化判断比率（一般会計等）

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

指　　標
－
－

７．９％
－

判断比率
財政運営の深刻度を示すもの　※実質赤字額なし
財政運営の深刻度を示すもの　※実質赤字額なし
資金繰りの危険度を示すもの　※基準25％未満
今後の財政を圧迫する可能性を示すもの　

備　　考

４令和元年10月号 №646

平成30年度一般会計決算報告
歳　入
　歳入総額は４６億７，１２２万円で、前年度比で２億４，３１８万円(４．９％)の減少となりました。このうち村税や財産収入、
繰入金等の使い道が自由な財源（自主財源）は２１億３，９５７万円で、歳入全体の４５．８％を占めました。
　自主財源の大きな柱である村税は１４億５，３８７万円で、前年度比で４，０８２万円（２．７％）の減少となりました。また、
依存財源である地方交付税は７億４９６万円で、２億３，４６３万円（２５．０％）の減少、国庫支出金は８億１，５９８万円で、
１億８，３３１万円(２９．０％)の増加となりました。
　歳入全体としては、震災復興特別交付税がごみ焼却施設完成により減少、塩浪地区住宅団地整備（ときわ台南）事業の貸付金償
還の減少が影響しました。
歳　出
　歳出総額は４５億４，１４１万円で、前年度比で１億５，５１７万円(３．３％)の減少となりました。
　主な事業は、奥田大森線改良舗装事業、大瓜南側線改良舗装事業、尾西中山線改良舗装事業、小学校体育館改修事業、五反田住
宅１・２号棟改修事業などです。

１．人件費・・・・・議員や職員の報酬、給料、手当など
２．公債費・・・・・借入金の返済に充てる費用
３．扶助費・・・・・医療費の助成や児童手当など
４．普通建設事業費・道路や建物などの建設費や用地購入費など
５．物件費・・・・・賃金、旅費、需用費、交際費、委託料など
６．補助費等・・・・負担金や補助金など
７．繰出金・・・・・特別会計等の運営助成経費

◎投資的経費…道路、橋、公園、学校などの建設費で、社会資本整備に要す
　　　　　　　る経費で、普通建設事業費と災害復旧事業費から構成
◎義務的経費…支出が義務付けられ任意に節約できない経費で、極めて硬直
　　　　　　　性の強い人件費や扶助費、公債費から構成

〔依存財源のその他の主な内訳〕

・地方消費税交付金
　1億 6,670 万円（3.6％）
・地方譲与税
　　　4,816 万円（1.0％）
・国有提供施設交付金
　　　2,487 万円（0.5％）
・ゴルフ場利用税交付金
　　　1,617 万円（0.3％）

繰入金
3億583万円
　　（6.6%）

繰越金
1億2,782万円（2.7%）

その他
2億5,205万円（5.４％）

地方交付税
7億496万円
　（15.1％）

村　　　税
14億5,387万円
　　（31.1％）

村　債
4億9,760万円
　（10.6％）

国庫支出金
8億1,598万円
　（17.5％）

県支出金
2億3,285万円（5.0％）

その他　2億8,026万円（6.0％）

歳入総額
46億7,122万円

農林業費
3億1,347万円（6.9％）

総務費
6億3,822万円
　（14.1％）

公債費
3億4,675万円
　　　（7.6％）

教育費
4億2,464万円
　（9.4％）

衛生費
3億1,536万円
　（6.9%）

商工費　1億475万円（2.3％）

民生費
8億7,259万円
　（19.2％）

土木費
12億3,583万円
　　（27.2％）

消防費　１億5,797万円（3.5％）

歳出総額
45億4,141万円

45.8
％　

54.2
　％

議会費　7,870万円（1.7％） 災害復旧費　5,313万円（1.2％）

普通建設事業費
11億1,653万円　　
　　（24.6％）　　　　

人件費
6億2,477万円
　　（13.8％）

公債費
3億4,675万円
　（7.6％）物件費

7億345万円
　（15.5％）

補助費等
5億4,681万円
　（12.0％）

その他
2億8,246万円（6.1％）

扶助費
4億7,918万円
　（10.6％）

〈地方財政状況調査による分類〉
繰出金
3億8,833万円
　（8.6％）

災害復旧費　5,313万円（1.2％）

その他の経費
　42.2％

義務的経費
　32.0％

投資的経費
　25.8％

性質別歳出の内訳

　固定資産税
10億2,633万円

　（70.6％）

　村民税
3億6,062万円
　（24.8％）

軽自動車税
2,030万円（1.4％）

村税の内訳
14億5,387万円

たばこ税
4,662万円（3.2％）

〔自主財源のその他の主な内訳〕

・財産収入
　　8,501 万円（1.8％）
・使用料及び手数料
　 1億 63万円（2.2％）
・諸収入
　 　5,596 万円（1.2％）
・寄附金
　　 1,045 万円（0.2％）


